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rJl:近は
1111花
の
時
期
が
早
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

4
月
の
中
旬
く
ら
い
が
見
ご
ろ
で
し
ょ
っ
ね
」
と
お

話
い
た
だ
い
た
の
は
、
し
だ
れ
桜
田
世
話
を
さ
れ
て

い
る
大
円
寺
住
職
の
件
縦
留
さ
ん
。
「
樹
齢
は
見
当

も
つ
き
ま
せ
ん
が
、
l
OO
年
以
上
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
全
体
が
薄
い
上
品
な
ピ
ン
ク
色
に
染

ま
る
七
・
八
分
咲
き
の
こ
ろ
が
も
、
ち
ば
ん
美
し
い
と

思
い
ま
す
よ
」
と
魅
力
を
祈
り
ま
す
。
、

「
白
見
納
め
の
桜
と
い
う
苫
躍
が
あ
り
ま
す
。

桜
は
一
年
に
一
度
だ
け
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
人
生
で

は
去
年
見
た
桜
が
白
見
納
め
だ
勺
た
と
い
う
時
が

米
ま
す
。
し
か
し
別
の
考
え
方
を
す
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
に
与
え
ら
れ
た
今
と
い
う
時
間
lを
、
し
っ
か
り
と

昧
わ
う
ι
と
が
.
k
切
ず
み
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
今
年
は
桜
町
花
を
見
な
が
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を

与
え
て
み
る
の
も
b
刈
、
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
柿

さ
ん
は
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。



み
ん
な
で
役
票
を
/

統

一
地
方
選
挙
は
、
私
た
ち
に
い

ち
ば
ん
身
近
な
毎
日
の
生
活
や
、
ま

ち
の
将
来
を
託
す
選
挙
で
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
投
築
し
ま
し
ょ
う
。

-
長
野
県
限
会
機
員

一
般
選
挙

の
場
合

マ
上
田
市
で
投
票
で
き
る
か
た

・
昭
和
問
年
4
月
H
日
以
前
白
生
ま

れ
で
、

平
成
時
年
1
月
3
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
上
田
市
に
住
ん
で

い
て
住
民
登
H
聞
が
な
さ
れ
、
更
に

選
本
人
名
簿
に
控
H
附
さ
れ
て
い
る

か
た
。

・
平
成
M
年
ロ
月
凶
日
以
桂
に
上
田

市
か
ら
県
内
へ
転
出
さ
れ
た
か
た

で
、
転
出
先
の
市
町
村
田
選
拶
人

名
簿
に
畳
蹄
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上

田
市
由
選
挙
人
名
簿
に
豊
録
さ
れ

長
野
県

上
岡
市

て
い
る
か
た
。

こ
の
場
合
に
は
、

「
現
住
所
地

に
引
き
続
き
住
ん
で
い
る
こ
と
の

証
明
占

(現
住
所
地
白
市
町
村
長

が
無
料
で
発
行
し
ま
す
)
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

マ
旧
住
所
地
で
投
票
で
き
る
か
た

・
平
成
同
年
l
月
4
U以
桂
に
県
内

か
ら
上
問
市
に
転
入
さ
れ
た
か
た

で
、
旧
日
所
地
白
遭
捗
人
名
簿
に

畳
録
さ
れ
て
い
る
か
た
。

こ
の
場
合
に
は
、

「
t
田
市
に

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
こ
と
の
証

明
書
」
(
上
岡
市
長
が
無
料
で
発

行
し
ま
す
)
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
上
田
市
額
全
線
員

一
般
選
挙

の
場
合

・
昭
和
路
年
4
月
初
日
以
前
回
生
ま

れ
で
、
平
成
時
年
l
月
刊
日
以
削

か
ら
引
き
続
き
上
聞
市
に
住
ん
で

い
て
住
民
宜
録
が
な
さ
れ
、
更
に

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

会会
O 

れiれi か
てホヒなた
もtカiお 。
投lたi、
哀れまi投
でj可刊
《 ζ>K

き3入3日
まi場iま
せi捧iで
ん{カ代に
。、車H転
送Hll
さ}さ

-
長
野
県
讃
会
議
員

一
般
選
挙

の
場
合

・
3
月
初
日
ま
で
に
転
居
白
届
け
出

を
さ
れ
た
か
た
は
、
斬
し
い
俳
所

地
の
投
京
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

.
3
月
却
日
以
桂
に
届
け
出
さ
れ
た

か
た
は
、
前
の
住
所
地
白
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

-
よ
田
市
踏
会
随
員

一
般
選
挙

の
場
合

.
4
月
日
日
ま
で
に
転
居
白
届
け
出

を
さ
れ
た
か
た
は
、
新
し
い
廿
所

地
の
投
梨
所
で
投
裂
で
き
ま
す
。

.
4
月
ロ
日
以
桂
に
届
け
出
さ
れ
た

か
た
は
、
削
の
住
所
地
由
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

員
ーーーーーー....... 

般
選
挙

員
ーーーーーーー...... ・.

般
選
挙

彼.所私もいっしaに-
長
野
県
議
会
議
員

一
般
選
宰

の
場
合

・
投
梨
日

(4
月
日
日
)
ま
で
に
県

外
へ
転
出
さ
れ
た
か
た
。

-
よ
田
市
随
会
随
員

一
般
選
挙

の
増
吉

・
投
票
日

(4
月
幻
日
〉
ま
で
に
市

外
へ
転
出
さ
れ
た
か
た
。

量
掌
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

て
も
、
現
実
に
そ
こ
に
住
ん
で
い

[ 2] 

な
い
か
た
は
、
た
と
え
入
場
参
が

郵
送
さ
れ
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

15.3.16 

投
票
所
へ
の
入
場
券
は
、
選
挙
ご

と
に
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。
は
が
き

l
故
に
世
帯
単
位
の

4
名
連
記
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、

一
人
ず
つ
切
り
躍
し

て
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
券
が
聞
か
な
い
場
合

や
紛
貴
し
た
掛
告
で
も
、
選
挙
人
名

簿
に
畳
録
さ
れ
て
い
る
か
た
は
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
目
悟
員
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
か
ら
午

桂
8
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
須
川
、

細
山
、
長
入
、
岩
清
水
、
野
倉
白
各

投
京
所
は
午
後
7
時
ま
で
で
す
。

投
票
は
な
る
べ
く
早
め
に
、
余
裕

を
も
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

目

4 
月
13 
日
(日)

4 
月
27 
日
(日)

Q 

投



圃
投
票
用
紙
の
書
き
か
た

白
書
式
投
震
で
す
か
ら
、
投
票
用

紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
啓
い
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い
0

・
自
分
で
・
け
な
い
か
た
は

手
白
不
自
由
な
か
た
や
字
を
書
く

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
代
理

投
票
の
制
度
が
あ
り
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
由
で
、
遠
慮
な
く
投
梨
所

の
係
貝
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

-
自
の
不
自
由
な
か
た
は

点
字
で
投
票
が
で
き
ま
す
白
で
、

樺
且
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ー
不
在
者
投
票
も
午
後
8
時
ま
で
i

投
票
日
に
仕
事
が
あ
っ
た
り、

出
張
や
旅
行
主
ど
で
出
か
け
る
か
た
の
た

め
に
、
投
票
日
前
に
投
棄
を
済
ま
せ
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す。

投票時聞は午後8時(一部投票所在除く)まで

マ
投
両
眼
目
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
を
行

}

当
こ。

f
カ
犬

マ
投
票
日
に
、
何
ら
か
の
用
務
の
た

め
に
投
認
区
の
区
域
外
に
旅
行
ま

た
は
滞
在
す
る
か
た
。

マ
疾
病
、
負
幅
、
妊
娠
な
ど
に
よ
り

普
く
こ
と
が
困
難
な
か
た
。

-
場
所
選
挙
管
理
委
員
会
室
(
上
田
市
福

祉
会
館
2
階
)
、
登
殿
・
塩
田

・
川

西
白
各
支
所

-
時
間
午
前

8
時
泊
分
i
午
後

8
時
(
支

所
は
午
接

5
時
ま
で
)

-
期
間

マ
長
野
県
種
金
融
員

一
般
選
挙

4
月
4
日
幽

1
同
ロ
日
出
(
支
所

は
叩
日
制
ま
で
)

マ
上
田
市
議
会
議
員

一
般
選
挙

4
月
初
日
制

1
阿
部
日
出
(
支
所

は
M
日
同
ま
で
)

-
持
ち
物

入
場
静
(
届
い
て
い
る
場
合
)

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
て
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
か
た
に
は
、
在

宅
の
ま
ま
郵
便
に
よ
る
投
票
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
選

事
管
理
委
員
会
へ
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

指
定
さ
れ
た
次
の
施
設
に
入
っ
て

い
る
か
た
は
、
そ
白
施
設
で
不
在
者

投
漂
が
で
き
ま
す
の
で
、
施
設
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

-
上
回
市
内
の
指
定
施
設

国
立
長
野
病
院
、
安
藤
病
院
、
千

山
荘
病
院
、
上
回
病
院
、
小
林
脳
神

経
外
科
病
院
、
柳
沢
病
院
、
川
西
病

院
、
報
恩
寮
、
長
寿
閥
、
室
賀
の
里
、

上
回
し
い
の
み
閥
、
し
い
の
み
療
護

園
、
御
所
苑
、
ほ
の
日
の
、
チ
ェ
リ
ー

ガ
ー
デ
ン

援
な
お
、
不
在
者
投
票
所
に
候
補
者

田
氏
名
は
掲
示
し
て
あ
り
ま
せ
ん

の
で
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

.飲食物の提供の禁止

選事運動に閲しては、飲食物を提供すること

は禁止されています。

ただし、お茶や日常用いられている程度の菓

子は差し支えありません。

陣中見舞いに選挙事務所などへお摘を持って

いく ことも禁止されています。ご注意ください。

・戸別訪問の禁止

立候補届出桂であるか、立候補の決意前であ

るかを問わず、連続して戸別に選挙人由民宅を

訪問し、投認を依頼したりする行為は、禁止さ

れています。

このほか選準運動等についてご不明な占は、

選挙管理委員会までお問い合わせください。

禁止される
選挙運動

選挙公報を発行します

候補者田氏名、経歴、政見などを悶載した選挙公報を

発行します。自治会のご協力をお願いして全世帯に配布

しますが、自治会に加入されていないなどの理由で郵送

を希望するかたは、事前に選挙管理委日金にお申し出く

アごさし、。

また、市役所 ・各支所 ・市内6公民館等にも備えてあ

ります白で、ご利用くださb、。

t田市では、選考F運動用ポスター掲示場を市内400か
所に設置します。

設慣が予定されるお宅では、期間中の設置場所の提

供にご協力をお願いします。

隈補者はこの掲示場以外の場所には選挙運動用ポス

ターをはることができません。

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

(sn
・5
4
3
8
)

ポスター掲示場の
設置にご協力を/

1五3.16
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⑮平成15年一-
水道故障修理当番庖

お置いの水道が祖隠 したり緊急に修理が必要な場合は、右表の水道故障

修理当番表の指定給水装置工事事業者にご連絡〈ださい。連絡先が昼間と

日噂・ 祭日 ・夜間等で遣う場合がありますのでご注意ください。

開岩覇設

よ野管士

よ野

厘設

醐川上高

岡川西設

喜多興

北原設備

欄工藤

同車回

世工革

岡信葺空調誼

醐水工世

春原建設

聞西武住

会社名

72・4646I醐 制 流|輔が6:3-6-15I 27・3540I 27・3540

27-5625 1岡田丸工務所

22・3741I 23・3717

24・3290 I 24・3290

ワワ.Rfl?? 一一一 I22-8022 I 開ド
36・4186 I ，，¥，U_七三ム 1醐 ト

22・3412 I 38・8368

22・2853 I 27・3277

21・2550 I 22・5785

72・0771 I 72・0771

27・6249 I 27・6249

35.0217 I 35・0376I開トキワギ水道|常磐城6-9-10I 22・1343I 22・1343

22.0858 I 24-5371 国分542 38.8585 I 22・5518

目・3371 I 24・町79I欄中村商会|中之条1157-2125'1附 125・1附

目初81 24・23781醐二幸建設|掃が丘29-4I 23・9797I 23日 7
砂市7I 24・1797I日本ガス水道醐|吏神叫7 I川 434I仔 1571
お 6956 1 38・7784 1本州菅工嗣|蒼久保1臼3-4135・1回41 27・0777

ぉ・24凹 I38・H凹 l闘マキノ!古里24-18

2川昭 I22・0102Iミヤガミ建設醐|県野叫7

24'1お6I 24・12田 l醐宮下組l踏入2-1-17

η・5123 1 22・日07 1ミヤジマ技研醐|下之郷248 1 38・81四 122・4師8

24拍11I 24・四11I富 島 設備嗣|上本蝿叫1I担骨訓.ヴ7刊747刊4I担砂38.7寸7刊4
幻.4凹醐913引1.四田 |嗣富林段備|上本郷回7-1 1 3担8か肘.ヴ7円17円7 I 3担8.4凹0

27.8722 

22・0302

22・7018

22'3384 

82・田町 |開長沢菅工|廠埴1015-2

p0302 I山崎設備工業開|常聾城臨7
26・ω32I岡山畳工務后|上田羽田叩
22・3384 Iユ 設 帽|常磐城1448-1

23・3699

27・5558

27・2999

24・6593

23・3699

73・2322

26・2963

24・6593

併後陣修理代金"自己負担となり 修理した集者に支払っていいただ〈ことになります.
おさアパ 、マンンヨ:..-'.貸住宅等にあ住まいのかた隠建物の管理者にご梱鍛ください.

oo. 
下水道受益者負担金・分担金 闘し噴出上下水踊営業環(酎 3・捌}

市の下水道事業は、順次警軍備区域を鉱大し、現在では、市

民の脅さんの約6割のかたが利用できるよヲに'iりました。

この建設事業貨の 綿を下水道畳益者u狗金・分斜金として
皆さんに白鐙していただいています。畳益者負純金分純金

は公告の日現在の土地所有者lこ、上地の使用状況により賦諌

しています。土地の所有者や地図の変更などがありましたら

次のことにご注意くださL、
①土地の売買等により畳益者(泊担金の支払い者)が賓わる

場合は、白担金 ・分担金の宜払いについて新旧双方の畳益

苫で話し合い、どちらが支払うか決めてくだ"、。変史す

る場合は鴎け出が必要です。畳益者変史の届け111がないと
そのまま支払っていただくことになります。なお、畳益者

の変更は届け出をした警視月以降からになります。

②凶 ・畑などt寒地等で、且箔金・分但金の徴収が猶予されて
いた土地でも、宅地や雑植地(駐車場など)に評価が変わ

ると新たに負担金・分組金が賦課されます。

@白百を変更した場合は、厨け出をしてくださも、。

-・・.......................................................................................................... 
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• 
日本眼画の現棋と未来を見

つめます。

番組の中でI~、惜州上回フィ

ルふコミッシヨンの活動が大

ぞきく紹介されるほか、別所温

泉怠巨も取り上げられます。

Eうぞお華しみに。

主国主重畳笠豆長理

「

O 
O 
O 

復活への道!J 
豊野敵送 (NBSl3月25日脚午後E時E分~
ui!!蛾沼隊.倉により痩賀する.舎が..り"."

幅削上回フィルムコミッション{曾23・5408)

お知らせい
っ
し
ょ
に
診
加
し
ま
し
ょ
う

第
引
回
上
回
真
固
ま
つ
り

よ
図
商
工
会
環
所

(
S
E
4
5
0
0
)

観
光
陳

(
g
E
・5
4
0
8
)

4
月
却
日

ω、
上
回
城
跡
公
園
・

中
央
商
庖
笥
に
て
恒
例
の
「
第
幻
図

上
田
真
田
ま
つ
り
」
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

今
回
も
、
真
田
幸
村
役
と
し
て
芸

能
人
の
出
演
や
、

「民
融
な
が
し
」
、

「江
戸
芸
か
勺
ぽ
れ
」
白
出
演
と
い
っ

た
内
容
を
企
画
中
で
す
。

皆
さ
ん
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

・
参
加
者
募
集

①
「
と
き
め
き
レ
デ
ィ
ー
上
回
」

マ
応
募
資
格
市
内
在
住
か
在
勤

の
凶
歳
以
上
由
来
婚
の
女
性
マ
申

し
込
み

4
月
刊
日
嗣
ま
で
に
上
回

商
工
会
議
所
へ

②

「
上
田
真
田
楽
市
楽
座
」
出
后

マ
出
庖
資
格
上
団
地
域
内
在
住

の
か
た
。
な
お
書
加
料
な
ど
諸
条
件

• 市役所代表電話
Zf22・4100
圃お・4100

あ

り

マ

申
し
込
み

4
月
刊
日
開

ま
で
に
上
回
商
工
会
議
所
へ

③
い
き
で
楽
し
い
か
っ
ぽ
れ
踊
り
ノ

講
習
会
(
無
料
)

な
る
べ
く
3
回
続
け
て
F

』
害
加
を
。

マ
と
き

4
月
凶
日
幽
・
同
初
日

間
・
同
M
日
刷
午
甚
6
時
1
8時

マ
と
こ
ろ
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

マ
問
い
合
わ
せ
松
井
催
怒
さ
ん

(
E
U

・3
6
5
0)

不
動
産
評
価
な
ど
の

無
料
相
般
会岡

昭
畏
野
県
不
動
産
.
定
士
箇
会

(
a
U
0
2
8
2
2
5
・6
2
2
8
)

マ
と
き

4
月
l
日

ω午
前
山
時

1
午
桂
4
時

マ

と

こ
ろ

上
回
商

工
会
議
附
マ
内
容

不
動
産
評
価
・

不
動
産
に
閲
す
る
相
談

手lおメ
.;1出デ
ーlかイ
主lけア
心1<ラ
5111:ン
λl 吉ド
ー!いU
391 E 
1 1 0 
~ 1 A 
O I へ

-
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作

マ
と
き

4
月
四
日
出
午
桂
l
時

加
分
4
3
4
時

マ

対

象

初

心

者

マ
定
員
出
名
マ
受
講
料

1
5

0
0
円

-
誰
で
も
簡
単
ノ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門

マ
と
き

4
月
日
日
出
午
桂
l
時

初
分
1
4時
マ

対

象

初

心

者

マ
定
員
同
名
マ
受
講
料

1
5

0
0
円

信
州
の
女
性
た
ち
の
軌
跡
を

た
ど
る
中
村
竜
子
吉
ん
措
潰
会

男
女
災
間
態
面
観

(
雪
国

5
2
4
5
/困
E

・4
1
0
0
)

『信
州
女
性
史
ま
と

の
著
者
で
、

女
性
問
題
研
究
家
の
中
村
電
子
さ
ん

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

3
月
幻
日
開
午
後
l
時

初
1
3時
初
分
マ
と
こ
ろ

市
民

プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
マ
申
し
込
み

電

話
か
F
A
X
で
男
女
共
同
書
画
課
へ

マ
そ
の
他
託
児
希
望
者
は
男
女

共
同
書
画
課
へ
連
絡
を

犬
の
し
つ
け
方
墾
室
に

ご
書
加
く
だ
さ
い動

物
愛
璽
主
小
支
郎

(上
国
保
健
S
町
内
包
括

7
'
5
3
)

マ
日
程
右
下
日
程
表
の
と
お
り

マ
と
こ
ろ
学
科
講
習
上
回
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
実
技
講
習
上

回
合
同
庁
舎
駐
車
場

マ
怠
加
資
格

〔
次
の
条
件
を
す
べ
て
讃
た
す
犬
)

①
生
桂
4
か
月
以
上
お
お
む
ね
l

年
以
内
②
畳
録
演
み
、
狂
犬
病
予

防
法
射
案
審
み
③
ジ
ス
テ
ン
パ
ー
-

伝
染
性
肝
査
や
パ
ル
ポ
ウ
ィ
ル
ス
届

L 

染
症
雪
白
ワ
ク
チ
ン
接
報
済
み
マ

参
加
料

4
0
0
0
円
マ
持
ち
物

登
録
鑑
札
・
注
射
済
漂
と
ワ
ク
チ

ン
接
種
証
明
マ
申
し
込
み

附
催

目
前
日
ま
で
に
、
動
物
愛
護
金
上
小

支
部
へ
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よ
田
創
造
館

4
月
の
催
し

よ
国
創
造
舘

{
宮
田

1
1
1
1
/
圃
H

4
1
0
0
)

-
上
小
地
域
在
住
作
家
作
品
展

〈
入
場
無
料
〕

マ
と
き

4
月
ロ
自
由
j
同
初
日
側

午
前
9
時
1
午
後
4
時
初
分

-
第
羽
田
上
小
美
術
展
(
入
場
料

大
人
3
5
0
円
・
学
生
2
0
0
円
)

マ
と
き

4
月
お
日
制
i
同

m日

ω午
前
9
時
1
午
佳
5
時
(
最
終
日

は
午
後
4
時
ま
で
)
マ
内
容

日

本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
作
品
白

展
示

マ
問
い
合
わ
せ

上
小
美
桁

会
会
長
宮
下
高
さ
ん
(
宮
M
・
6
3

4
7
)

へ

-
紙
で
つ
く
る
お
も
ち
ゃ

(
参
加
無
料
)

マ
と
き

4
月
日
日
出
午
前
日
時



i
H
時
初
分

マ

対

象

小
学
校
低

学
年
生

マ
定
員

先

着

M
名

マ

持
ち
物

ビ
ニ
ー
ル
袋

マ
申
し
込

み

電
話
か
F
A
X
(学
校
名

・
芋

年
・
氏
名
を
記
入
)
で
、
4
月
四
日

出
ま
で
に
創
造
館
へ

-
審
の
星
座
を
さ
が
そ
う

〔
参
加
無
料
)

?
と
き

4
月
羽
目
的
午
前
日
時

1
日
時
刊
分

マ
内
容

プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
春
の
お
も
な
星
座
な
ど
を

探
し
ま
す

マ
と
き

4
月
8
日
凶
午
前
9
時

叩
八
万

1
日
時
加
分
(
全
日
因
。
毎
回

火
曜
日
を
予
定
)

マ
定
員

先

着

加
者

マ
受
講
料

1
5
0
0円

マ
申
し
込
み

4
月
1
日
開
ま
で
に

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
揚
ヘ

マ
そ
の

他

当
日
、
2
回
目
以
降
四
日
程
表

を
お
渡
し
し
ま
す

さ
さ
ら
の
湯

ガ
l
デ
ニ
ン
グ
教
室
へ

量
買
温
泉
さ
さ
岳
の
濁

{
包
引
・

'
'
2
8)

狂犬病予防注射を
6す要lすましょラ〆
平成15年度犬の畳韻と狂犬病予防注射を、下記の日程で行います。

聞に犬の量揖が済んでいる飼い主のかたには「予防;主射申請はがきJ
郵送するので、当日忘れずに金場にお持ちください((はがき」がない

手続きに時間がかかります)。な呂、新規量録されるかたは 犬を壷札て

置寄りの会場へお出かけくださし」

.対 象生桂91日以上のすべての酎宵犬 (室内犬 ・瞳誼犬も必ず畳けてくださ，，) 

・手数料 ①畳揖務みの場合 3.220円 [注射手量料2.670円(消費税込み)と証会I済車交

付手散料550円] 喧新規畳蹄の場合(生涯 i回)"'6.220円 (①の3.220円と

畳揖手散料3.000円)

発、会場が混み合います。釣銭がないようにご協力くださL、。犬のふんは闘い主のかたが月

づけてくださL、。

.問い合わせ 生活環境線 (7)23・5120)

一

[7] 

9:50-吐20

10:40-↑1:10 

山、d

10:00-10:20 

10:40.......11:00 
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2月2'日側、昨年300日以上太郎山に畳った畳山者を迎え、 「太郎山を悟る会」
が市世所で聞かれました。
昨年の畳山者は 2万'30人 (記帳者)。 うち20人が3曲目以上の畳山者でした
(下記のとおり)。 昨年の最多畳山者は、市内大畠の小宮山ーさん。霊山日散は36
5日と、 l年間 1日も究かさず畳られたことになります。小富山さんには、最多
畳山者の配意として、母甚市長から氏名人りの記念の額が聞られました。

・太郎山量山却0目以上のかたがた{唖称略)・
c>小宮山一(大且) c>土屋貞幸 (新田) c>花里覚到 (常入) c>石弁実
{御所) c>丸山幸子 (新田) c>岩下浩務 (下紺屈町) c>右辺"・ (常盤町)
c>有賀正英 (山口) c>小体正 (暗入) c>小体主佳子 (踏入) c>古川典子
(蹄人) c>石弁章英 (長島) c>滝沢正贋 (ひかり) c>型江陸出 {伊勢山)
b都即日明 (中常田) c>永弁伝 (山口) c>榎本紀子 (新聞) c>陣内弗夫
(踏入) c>樟宮光四 (新図) c>小出高久 (副首Jfj)

観光陳

(..23・脳相}
『太郎山を語る会」

が開催されました

3
月
凶
日
聞
か
ら
、
市
営
上
回
駅

お
減
口
駐
車
場
の
西
口
(
駅
前
ロ
1

タ
リ
!
側
)
が
、
猷
一山
一内
側
発
に
伴

う
工
事
の
た
め
秋
ま
で
使
朋
で
き
な

く
な
勺
て
い
ま
す
。
東
側

(グ
リ
ー

ン
ホ
テ
ル
側
)
出
入
口
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

工
事
期
間
中
、
た
い
へ
ん
ご
不
恒

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
同
駐
車
場
と
温
泉
口
駐
車

場
は
、
入
庫
か
ら
泊
分
間
は

「無
料
」

で
す
。
上
田
駅
乗
降
者
の
送
迎
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

:i|iの

小
結
社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る
国

民
年
金
保
険
料
の
出
張
世
収
と
納
付

相
談
を
行
い
ま
す
。

休
日
窓
口
も
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
仕
事
等
白
都
合
で
平
日
に
納

付
で
き
な
い
か
た
な
ど
こ
利
用
く
だ

虫、ぃ
。
ま
た
、
納
付
が
困
難
な
か
た
、
学

生
納
付
特
例
希
望
者
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

3
月
初
日
出
国
・
岡
鈎
日

出

・
悶
初
日
制
午
前
9
時

i
午
桂

5

時

マ
と
こ
ろ

国
保
年
金
課
(
市

役
所
本
庁
舎
l
階
)

宮
歴
史
と
文
化
を
宵
ん
で
き
た
美
し

い
上
回
の
畳
慨
は
、
市
民
共
有
の
防

れ
る
財
産
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
宅
も
景
観
を
構
成
す

る
要
素
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
外
壁
・

屋
担
・
看
仮
類
は
、
反
射
や
彩
度
を

抑
え
、
大
き
な
面
積
に
は
鮮
や
か
な

自
・
赤
・
黄
・
青

・
緑
色
等
の
使
用

を
控
え
、
周
聞
と
申
調
和
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
看
板
等
由
ポ
ー

ル
や
フ
ェ
ン
ス
の
色
は
こ
げ
茶
を
お

勧
め
し
ま
す
。

一亨
童
の
官
事

-

-
4
月
か
ら
故
定
さ
れ
ま
す

一

上
下
水
道
局
智
歯
車
腸

{
g
n
・'
s
'
3)

下
水
道
事
謹
白
健
全
な
経
営
を
図

る
た
め
、

4
月
l
日
か
ら
下
水
道
使

用
料

(公
共
下
水
道

・
農
業
集
落
排

水
)
を
、
平
均

5
・
6
%値
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
も
、
効
率
的
な
経
営
と
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
広
報
う
え
だ

2
月
l
日

号
か
上
田
市
ホ
i
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
置

く
だ
さ
い
。

土
田

jli語

マ
応
事
資
格
市
内
在
住
の
却
歳

以
上
布
措
以
下
回
か
た

(公
募
申
方

法
に
よ
り
審
議
会
へ
書
蘭
で
き
る
の

は
、
一
人
l
審
強
会
ま
で
)

マ
募

集
人
員

3
名

マ

任
期

5
月
日

日
1
平
成
口
年
5
月
日
日
マ
書
陣

内
容

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
、
勤
労

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
民
プ
ラ
ザ
・

ゅ
う
、
共
同
福
祉
施
設
の
運
営
に
闘

し
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
調
査
・
審

議
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
マ
応
募

方
法

所
定
の
申
込
書
(
商
工
謀
に

あ
り
ま
す
)
に

「労
働
福
祉
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト

(8
0
0

字
以
内

・
啓
式
自
由
)
を
添
え
て
、

商
工
却
に
拠
出
マ
締
め
切
り

4

月
日
日
幽
マ
そ
の
他

レ
ポ
ー
ト

と
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す

の

畏
野
県
住
宅
供
鎗
公
給
分
凶

a

S
0
2
8
・2
2
7
・4
3
2
2
)

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
募
集
期
間

一
般
卦
譲
住
宅

4
月
4
日
幽

1
同
H
日
側
、
宅
地

随
時

V
車
量
丙
容

浦
野
南
団
地

一
般
分
譲
住
宅
M
戸
。
宅
地
叫
区
画
、

J
K
タ
ウ
ン
蒼
久
保

一
般
分
議
住

宅
5
一一戸
。
宅
地
U
区
画

、

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

4
月
開
略
耐
座
へ

動
労
青
少
年
ホ
ー
ム

(e
E
7
1
1
7
}

マ
日
程
等

左
表
白
と
お
り
マ

対
車
事
業
所
帯
に
勤
務
す
る
お
歳

ま
で
の
か
た
マ
申
し
込
み

4
月

2
日
制

1
同
5
自
由

(午
挫
零
時
初

分
1
9時
)
に
畳
講
料
を
添
え
て
勤

労
宵
少
年
ホ
ム
ヘ
(
電
話
畳
付
も

可
)

[8] 1互3.16
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献血に

ご協力ください/
健康推進課 ("23・8244)
[>とき 4月4日幽午前11時~
正午・午桂l時-3時間分 bと
ころ 上間合同庁舎

母草市長が市政に対する皆吉んの

ご意見を直撞お聴きし、「生活者起

点」の市政運宮の書考にさせていた

だく「市民と市長の日」を開瞳しま

す。書加を希望されるかたはお申し

込みくださし、

立高、職員も同席きせていただきます。

率直なご意見ぎ
かせてください

一

!|i! 
男
女
共
同
事
国
社
会
へ
向
け
た
意

識
づ
く
り
を
進
め
る
情
報
紙

『
ハ
ー

モ
ニ
ー
』
由
、
企
画

・
編
集
に
皆
さ

ん
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
マ
応
募
資
格

男
女
共
同
書
画
社

会
へ
関
心
を
持
ち
、
そ
白
課
題
解
決

へ
の
意
欲
が
あ
る
か
た
。
情
報
紙
編

集
に
関
心
が
あ
る
か
た
マ
任
期

2
年

マ

定
員

2
名

マ

応
募
方

法

所
定
の
応
募
用
紙
(
男
女
共
同

書
画
課
に
あ
り
ま
す
〉
と
、
簡
単
な

自
己
紹
介

・
応
募
の
動
機
・
男
女
共

同
書
画
社
会
に
向
け
た
取
組
へ
白
意

見
や
提
言
等
の
レ
ポ
ー
ト

(
8
0
0

字
程
度
)
を
、
4
月
刊
日
嗣
ま
で
に

男
女
共
同
書
画
課
へ
提
出
〈
事
前
問

い
合
わ
せ
が
必
要
)

-と き 4月25日幽午前回時~正午

・ところ 市長室(市世所3階)

圃封量 市内在住か在勤のかた (グループでも可)

.募集人数 5人(組)

.想臨時間 l人(組〕につき20分程度

・申し込み

はがき・ FAX・電子メ ルのいずれかに必要事項を記入し、

まで必智]に申し込んでください。

・必要な記入事項

住所 ・氏名 ・年齢・職聾・屯話番号・括したい内容 (市政に関すること〉

を記入してくださL、。なお、グループでの申し込みの場合は、参加入散と代

表者の住所・氏名などを記入してくださL、。

・申し込み先

「はがきJ..."'386-8601 上岡市世所掛轡器内「市民と市長の日J係

fFAXJ 岡田・5111 上回市世所泌密謀内 「市民とifj昼の日」係

「電子メール」 アドレス hishoka@citY.ueda.nagano.jp(件名を、「市民

と市長の日中し込み」としてくださb、)

4月10日附

-その他

応募者多量の場合は、抽選をさせていただく樹合があります。開催日の一

週間ほど前に、申し込みの結果を金nのかたにお知りせします。
.問い合わせ 路管銀 ("22・41凹困1112)

(9) 1五3.16



-問い合わせ
都市計画謀
(D23・5127)

西上田駅の南北自由通路が
供用開始になります

駅利用者の宣言全性と利恒性の向上を図るとともに、盤遍で分断されてい

た地境町一体化を図る目的で畳備を董めていた、西上田駅の南北自由通路

が完成し、 3月18日凶から利用できるように牢ります.

この通路にl彦、バリアフリーに配慮し工レベーターを2基位置しました。

また、北口 南口にトイレを股置してあります。

なお、南口広場については、地壇の皆さんや西高生の皆さん等のご意見

に耳を傾けながら、できるだけ早く完成吉せるよう畳備していきます。

国民健康保険の取り扱いが
一部変わります/ .問い合わせ

阿保年金課

(j宝23・5118)

.旦司、らこんな点が変わ哩雪】
-国保税の所帯割の耳定方謹

納設輯務者間での公平性を保つため、平成15年度分の国民健鹿保険
後(国保線)の所得割の算定方法が宜わります。これは、住民磁の盟

後ベ スと聾合性を図り、世代間・世代内の公平性を重視したもので

す。

i!IC正点はIXの4項目です。
なお、詳しくは、国保設の納後通知轡をお送りする前に 「広報つえ

だ(7月号)Jでお知らせします。

①F慎重所得者に、今まで認められなか勺た背色噂世帯斡与等控除が適

用されます。

②世間醜置所得等の特別控除が適用されます。

③蛤与所得者に認められていた2万円の特別控除が蝿止されます。
④65世以上の年金畳給者に認められていた、 17万円の特別控除が蝿止
されます。

1. 
?|ii 

大
畠
斎
場
は
、
今
ま
で
日
曜
日
・

祝
日
は
休
業
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
が
、

4
月
か
ら
は
日
曜
日
・

祝
日
も
開
業
し
ま
す
。

な
お
、
運
転
手
や
大
星
斎
場
聡
員

に
対
す
る
心
付
け
は
、
固
く
お
断
り

し
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、

市
で
は
、
物
品
・
建
設
工
事
・
旭

設
コ
ン
サ
ル
の
入
札
(
見
積
)
書
加

資
格
者
名
簿
に
掲
徹
さ
れ
て
い
な
い

事
業
者
(
法
人
・
個
人
〕
の
中
で
、

市
の
小
規
模
工
事
や
憧
繕
(
工
事
は

1
3
0万
円
・
修
繕
は
印
万
円
を
超

え
な
い
も
白
)
を
請
け
負
っ
て
い
た

だ
く
か
た
由
選
定
資
料
と
し
て
、
畳

録
者
名
簿
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

「

-医療揖関へ支払う自己負担額

退職者被保険者証(ピンク色の探険恒)をお持ちのかたは、病院の

窓口で支払う自己負担額が、次のとおり賓わります。

現在お持ちの保険証はそのまま岨周できますので、医療機関へお出

し〈ださL、。

E 一'・三・・:Ji阻""ーーーー3月31固まで

温・・者本人 外来ーλ院
磁訣費者外来・λ険

3割

-砂
2劃

週.者本人外来入院
彼鉄費者入院のみ

(~来は 3捌}

名
簿
晋
録
希
望
者
に
は
、
官
財
理

(
市
役
所
南
庁
舎
3
階
)
で
申
請
用

紙
と
募
集
要
項
を

4
月
l
日
か
ら
随

時
配
布

(
上
田
市
水
!
ム
ベ
!
ジ
か

ら
も
入
手
可
能
)
し
ま
す
の
で
、
申

制
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
申
精
期
間

4
月
l
日
か
ら
随

時
マ
有
効
期
間

6
月
l
日
1
平

成
げ
年
5
月
別
日
(
中
遣
の
場
合
は
、

申
前
月
の
翌
月
か
ら
)

マ
そ
の
他

名
簿
畳
録
さ
れ
て
も
、
市
の
小
規

模
工
事
・
睦
繕
を
随
時
お
願
い
す
る

も
白
で
は
あ
り
ま
せ
ん

t 

ヘ

受
付

勾ユ
前 u明い l
..・ 討も

不
用
品
目
置
輔
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
無
料
の
も
の
白
み
で
す
の

で
、
ご

f
e明
く
だ
さ
い
。
珪
蝉
期
間

は
3
か
月
で
す
。

マ
チ
ャ
イ
ル
ド

γ
1
ト

マ

ク

!

ハ
ン
マ
す
べ
り
台
マ
電
子
レ

ン
ジ
マ
ガ
ス
オ
ー
プ
ン
(
都
市

ガ
ス
用
)

マ
マ
マ
コ
i
ト

マ
ベ
ビ
!
ベ
ッ

ド
マ
ワ
ー
プ
ロ
マ
掃
除
償

マ
チ
ど
も
則
自
転
劇
マ
ソ
フ
ァ
ー

ベ
ッ
ド
マ
一
4

段
ベ

y
ド

咽
ち
ゃ
ぶ
台
マ
ピ
ア
ノ

書
賀
温
泉
吉
さ
ら
の
濁
へ
の

送
迎
パ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

書
賀
温
-mさ
さ
邑
の
渇
{
包
幻

-
s
'
2
8
}

聾
週
水
曜
日
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
室
賀
温
品
さ
さ
ら
白
湯
の
聞

を
運
行
し
て
い
る
無
料
送
迎
パ
ス
が
、

4
月
か
ら
週
3
日
の
運
行
に
な
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
運
行
目

毎
週
月
・
水
・
金
晴

日

マ

運

行
時
間

高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
発
午
前
叩
時
加
分
。
室
賀

揖
皐
さ
さ
ら
の
齢
発
午
佳
2
時

お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
丸

15.3.16 [ 10 1 

.4月の組大ごみ閏収目
4月19日出…111酉社会体育館駐車楊
回収時聞は午前10時~正午.処理費用(実費)がかかります.



の相談也一
9~1 -国民健瓜保険視E提得綱

{予約制〉
滋

便利で確実な口座鑑替のご利用を

統一地方選挙の執行により、 4月の行政相駁の会場が変わります.

「上国市福粧会館」 ・ 「市役所開庁舎8階太郎の闇」

寝
た
き
り
噛
陽
書
畠
曹
の
た
め
の

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す

高
齢
者
介

.mm(倉
田

5
1
3
1
}

寝
た
き
り
や
障
害
を
お
持
ち
の
高

齢
者
の
か
た
で
、
普
通
の
車
を
利
用

す
る
こ
と
が
難
し
い
か
た
を
、
車
い

す
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

l
に
東
っ
た
ま

ま
医
療
慢
附
な
ど
へ
送
迎
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
、

3
月
l
日
か
ら
開
始
し
ま

『レ↑~
。
詳
し
く
は
、
高
齢
者
介
護
課
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

マ
利
用
範
囲
自
宅
か
ら
医
療
機

関
等
ま
で
(
上
小
地
域
内
)
マ
利

用
料

距
般
に
応
じ
て

5
0
0
円

i

1
0
0
0
円
マ
利
用
回
数

片
道

畳{すは

生活環演線
(本庁舎1階)

重

視

一

川

一

鳴

一

一

会

劃

一

明

言

明

)

一

長

醐

包

間

一

岡

田

哲

一

浦

一

開

制

覇

州

問

克

一泥

{

一

績

回

寝

耳

一

一

市

一

靖

ホ

由

一

刻

酎

閣

官

明

一
恒

人

里

{

一

帯

一

嗣

↑

包

一

て

保

佃

央

団

ー
一

所

属

勤

(

一

育

邸

中

一
語
以
子
南
国

市
役
所
管
目
・
4
1
0
0

柑

t

a

一
四
一
同
叩
一
即
凹
一
軒
田
匝
叩
一
同
叩
一
副
凹
棚
田
駐
凹
一
律
一
日
目
一
弘
前
田
一
配

F
U
T
T
T

日
活
一
日
間
田
町
吉
言
苦
情
日
時
一
金
げ
一
日

2
m一
咽
日
扇
」
植
泊
五
角
川
川
崎
川
…
山
崎
一
金

η
金
将
火
市

品

一

線

一

間

仲

間

韮

需

品

一

時

ル

説

明

紘

一

明

諮

問

説

明

崎

一

朗

間

関

川

開

山

日
出
一
一
日
立
一
一
一
戸
一
一
一
談
回
一
一
世
間
一
一
時
炉

‘

，

↑

↑

約

一

一

蜘

4
2

緩

.

鴨

川

門

副

一

円

門

劃

一叫
師
長

H
覧

室

子

間

四

一

直

下

車

一

量

一

理

一

一

一

一

卜

剣

一

師

一

日

岨

一

日

債

王
刑
一
市
空
女
一
児

g

M

膿

行

心

洛

一

保

証

航

空

町

一

嗣

閉

社会福松惚強会
(D27・8聞0)

兜

を
l
固
と
し
て
月
4
固

ま

で

マ

手

続
方
法

高
齢
者
介
護
諜
へ
。
決
定

者
に
は
利
郎
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

マ
利
用
方
法
市
が
指
定
す
る
タ

ク
シ
ー
会
社
へ
直
接
予
約
を

&車いすやストレッチャーのまま鰻れる車です

社会徳秘飽岨会
(包22・3082)

上田商工会強所
(D22・4500)

相舗旨結

法

......................・.........・・.....................・...................・・・...・・...................・............・・. • • . • . • . • • . . 下水道工事に伴う交通規制に

ご理解・ご協力をお願いします
空通規制による世滞が予測され、市民の脅さんにはど

不便をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

なお、ご不明な点は下水道際 (..23・5128)までお辱

ねくださL、。

現在、市内各所で下水道工事が行われており、市民の

皆さんにはたいへんご連悪をおかけしています。

4月上旬から、国道143号の [塩悶入口交差点~下車

川冊]と [長野県民共済11.-古田公民館前]の区間で、
下水道工事を予定しています。

. 
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仁亙豆盃記長一l

目指 業語施訟

5階 業輯施設

4階 公苗施設

3階 商業施設

2階 商業施設

|ピル立面図| l争闘の募集の対象と怠る部分

今年12月のオープンに向けて建築中の上田

駅お城ロ再開発ピルのうち、第 1-1街区ピ

Jレ(完成予想図の左側の建物)の2・3'5・

6階に入居するテナントを募集します。

2・3階は商業施設として、物販飲食・

サービス業などの庖舗が入居対象と牢ります。

また、 5・6階は業務施設として事務所な

どが入居できます(左の立面図参照)。

非しい申込!i佳や賃貸条件などを記載した募
集要項と申込書がありますので、希望されるか

たは下記までお問い合わせください。

.応募期間・

3月17日間-4月日目幽

.事聾説明書.

bとき 3月24日間午桂7時~

t>ところ 上田商工会講所5階ホール

・問い合わせ・

市街地繋暗線(宮23・5416)
駅周辺整備現地事務所 (..23・3432)

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
上沼パス附が運行する豊殿線白昼間の便が、 4月1日

附から 「あやめの里ンョッピングパーク」を経由します。

これに伴L、、時刻の変更rF記時刻表)と停留所 「ショッ

ピノグパーク前Jr漆戸」を新設します。
上電パス醐 (..22・1504)

の時間帯
8:29 8:40 の便カ噺しCV[o-
10:05 10:16 トを経由します。

11:20 11;21 11:24 11:33 11:40 11:51 
12:45 叫12:49 I 12:58 13:05 13:16 企の使!率、土

14:25 14:26 14:29 I 14:38 14:45 -14:5 曜運休

16:20 16:27 16:34 16:45 日曜・祝日と
12月31日-1
月3日の間以
全便運休

13:48 

15:43 j 15:50 
17日 I 18:00 

14:16 

15.3.16 [ 12] 



とき 集会織所 対象絞

3月19日 ，.ていや跡地 清一明・一ー東・西中 ・ j~1\

4月26日 塩民小坐肢按直 塩尻'1'二中

E月31日 川辺小学綬校庭 値下・南ー川辺小、四・六中

E月28日 塩田西小学校按庭 中塩田 ・塩田西小、 塩田中

7月26日 神川小学位根底 lI<.神/11小、 同ド

自月羽田 神科小学技校庭 神斜 ・畳鳳小、五中

9月21日 東塩田小学股般車 東塩田小、塩田中

10月25日 川西小学密使底 川辺・ 111酉・清里小、六申

-日程表身近な風景を自由に鏑きましょう

土曜自由画会
山本鼎の提唱した自由画の開神を引き継ごうと、昨年

から蛤まった土曜自由画舎ですが、今年から小・中学生

が多加しやすいように各学校区を巡回します。もちろん

一般のかたも大歓迎です。

b日程右表のとおり (L、ずれも土曜日午前9時~正
午、雨天中止) C>#加料無料 b持ち物 各向必要
な道具(商用紙はお瞳しします) c>申し込み不要

c>問い合わせ上小華街会・宮下 (..24-6剖7)

ぐ

教育塩
園
箇
小
学
犠
由
学
校
纏
殴
開
放

利
用
団
福
田
量
鰻
寄
憂
廿
付
廿
ま
す

生
直
揖
録
音
限

(宮

n
・5
1
0
2)

マ
利
用
で
き
る
か
た

市
内
在
住
・

夜
勤
・
在
学
白
か
た
で
組
織
さ
れ
た
、

成
人
白
責
任
者
の
い
る
団
体
(
団
体

は
、
畳
録
す
る
こ
と
に
よ
り
1
年
間

利
用
で
き
ま
す
)
マ
利
用
で
き
る

教
室
音
豊
富
、
家
庭
科
室
、
図
書

室
、
調
理
室

7
利
用
で
き
る
日
時

年
間
(
日
曜
・
祝
日

・
年
末
年
始

を
除
く
)
午
桂
6
時
1
9時
マ

使

用
料

無
料
(
冷
暖
房
等
は
実
質
u

マ
申
し
込
み

所
定
白
登
録
用
紙

(
生
涯
学
習
棚
、
塩
田
公
民
館
に
あ

り
ま
す
)
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

3
月間同
日
幽
ま
で
に
生
涯
学
習
叫
へ

(
郵
送
可
)

斎
-
峰
夫
絵
本
『
か
え
る
の

平
家
も
の
が
た
り
』
原
薗
鹿

ー
ヨ
ロ
イ
寄
っ
憎
た
か
え
吾
申
軸
橿
蜘
l

国
-
-
館

(
8
2

・0
8
8
0
)

青
木
村
教
育
委
員
会
、
上
田
市
立

図
書
館
、
む
吉
わ
ら
ぼ
う
し
の
会
主

催
で
、
斎
藤
隆
夫
さ
ん
(
宵
木
村
在

住
)
白
絵
本
原
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

絵
本
版
画
作
成
ま
で
白
さ
ま
ざ
ま

な
質
料
や
下
絵
な
ど
も
あ
わ
せ
て
展

示
し
ま
す
。

マ
と
き

3
月
幻
日
制
1
周
知
日

刷
午
前
同
時
1
午
後
5
時

マ

と

こ

ろ
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
1
階
段

示

室

マ

展
示
作
品

『
か
え
る
の

平
家
も
の
が
た
り
』
〔
斎
藤
隆
夫
・

絵
、
日
野
十
成

・
文
、
福
音
館
書
庖

2
0
0
2
・H
)

マ
橋
演
会

3

月
幻
日
制
午
珪
l
時
間
叫
分
i
、
講
踊

日
野
十
成
さ
ん
、
入
場
楕
料

図
書
館

・
創
造
館
分
室
は
、

3
月

出
日
開
・

4
月
1
日
関
の

2
日
間
、

年
度
末
処
理
の
た
め
臨
時
体
館
に
な

り
ま
す

(
3月
白
日
は
月
曜
日
白
た

め
通
常
の
体
館
日
)
。

大
変
ご
不
恒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

利
用
者
の
皆
さ
ま
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
す
る
た
め
由
大
切
な
作
業
で

す
申
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
中
の
本
田
返
却
は
、
玄
関
慣

の
「
返
却
ポ
ス
ト
」
へ
入
れ
て
く
だ

F、
。

JC
L
 
な
お
、
こ
の

2
日
聞
は
、

「
エ
コ
ー

ル
」
〔
上
田
地
域
図
書
館
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
〕
白
施
設
も
体
館
と
な
り

ま
す
。

-
エ
コ
ー
ル
白
施
設
丸
子
町
立
金

子
図
轡
館
、
東
部
町
図
書
館
、
車
域

町
立
図
書
館
、
真
田
町
図
書
館
、
青

木
村
図
書
館
、
長
門
町
図
書
館
、
長

野
大
学
付
属
図
書
館

蹴
学
鐘
助
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

-
予
綬
敏
宵
値
陣
{
宮
田
・

5
1
0
1
)

上
回
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

小
・
中
学
校
へ
の
就
学
が
図
鑑
と
認

め
ら
れ
る
児
麓
・
生
徒
白
保
積
者
に
、

学
校
で
か
か
る
費
用
な
ど
由

一
部
を

援
助
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
対
章
者

生
活
保
護
世
帯
お
よ

び
こ
れ
に
串
ず
る
世
帯
で
、
経
梼
的

な
理
由
で
児
童
・
生
徒
四
就
学
が
困

難
俗
世
帯
の
保
護
者
マ
問
い
合
わ

せ

各
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ

信
量
園
升
寺
駅
開
襲

企
画
展

『
山
本
欄
と
一

信
E
a
固
分

明
治
か
ら
昭
和
期
白
洋
画
家
・
版

画
家
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
農
民
美

術
、
児
童
自
由
函
連
動
を
提
唱
し
た

山
本
鼎
は
、
明
治
団
年

(
1
8
8
2
)、

霊
知
県
岡
崎
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

父
親

一
郎
が
、
明
治
担
年
に
小
県

郡
神
川
村
大
届
(
現
上
回
市
)
で
医

院
を
開
業
し
た
た
め
、
以
桂
神
川
村

を
拠
点
に
し
て
腿
民
英
情
、
児
童
自

由
画
運
動
な
ど
の
活
動
に
尽
力
し
ま

し
た
。
大
正

8
年

(
1
9
1
9
)
、
山
本

鼎
が
主
唱
し
て
、
神
川
小
学
校
で

「第
l
回
児
童
自
由
画
展
覧
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臨
画
を
排
し
て
、

児
童
由
創
作
を
重
ん
ず
る
自
由
画
教

育
運
動
は
長
野
県
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、

全
国
各
地
に
広
が
り
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
地
元
自
神

川
小
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
昭
和

前
期
の
貴
重
な
児
麓
自
曲
面
や
山
本

鼎
自
商
惟
、
山
本
鼎
記
念
館
・
博
物

館
所
蔵
資
料
な
ど
約
切
点
の
資
料
で

山
本
鼎
と
児
童
自
由
闘
を
紹
介
し
ま

す
。な
お
、
こ
の
企
画
展
は
侶
温
国
分

寺
駅
開
業
l
周
年
を
記
念
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

マ
と
き

3
月
別
日
幽
1
4月
日

日
側
午
前
8
時
泊
分

i
午
桂

5
時

(
水
曜
日
は
休
館
)

マ
と
こ
ろ

信
揖
国
分
寺
貰
料
館
マ
入
館
料

大
人
2
5
0
円
、
高
校
・
大
学
生
1

8
0
円
、
小

・
中
学
生
的
円
(
市
内

在
住
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
無

軒
で
す
)

[ 13 ) 1互3.16



篇51圃市民スキー式会開催
2月16日間、菅平高原パインピークスキー

場オオマツゲレンデで、第51田市民総合体育

大会冬季部門市民スキー大会が開催されまし

た。 !

大会は大回転競援が行われ、小学生低学年 j 
から50歳以上司部までの男女・部門別タイム

レースで順位を鶴いました。

当日はあいにくの吹雪で、コース内に雪が

たまる悪コンディションとなりましたが、参

加した選手の皆さんは日ごろの練習の成果を

発揮し、次々と良い成繊でゴルに飛び込ん

できました。

--f 

事、

レクリエーション卓球教室
ス、生年月日、女性の順とする) 1>申し込み 4月

21日間)から書加料を添えて体育課へ

bとき 5月16日-9月26日白金曜日(全10回)午

佳7時3日分-9時 bところ 勤労者体育セノター

1>定員 20名 1>重量加料 3，000円 1>申し込み 3 

月24日(月)-4月25日幽に害加料を添えて体育課へ

卓球・ラージポール卓球教室

1>とき 5月17日-8月9日白土暇日(全10回)午

前9時3日分-11時 1>ところ 勤労者体育セ/ター

1>定員 20名 1>審加料 3，000円 1>申し込み 3 

月24日(月)-4月25日幽に書加料を添えて体育課へ

バスケットポール教室(前期)

1>とき 5月14日-9月17日の水晴日(全15回)午

桂7時30分-9時1>ところ市民体育館1>定員

30名 1>参加料 3，000円 1>申し込み 3月24日目)

-4月25日幽に宰加料を添えて体育課へ

春季市民ゴルフ大会開催 E 
1>とき 5月25日旧)雨天決行 1>ところ 菅平高原

カントリークラブ b参加資格市内在住・在勤のか

た 1>重量加料 l人2.000円(別途プレイ代10，000円、

キャディ付白場合12，500円 乗用カー卜・宜事付)

b定員 200'呂 (50組・先着順)できるだけ4人l組

で申し込んでください b部門 一般、ンニアレディー

ス 1>競技内容 18ホ ルズ・ストロ クプレイ、ハ

ンディキャップ新ぺリア方式 (同ネット白順位はグロ

ー一
集
一

一
募
一

一
者
一

一
講
一

一
回
受
一

一
上
室
一

一
ザ
教
一

一
ラ
度
一

一
プ
年
一

一
ア
時
一

一
ク
成
一

一
ア
平
一
両教室とも、申し込みは 3月20日同~同31日側に書

加料を添えてアクアプラザ上回へ

害加料のほか入館料(一般750円、 60歳以上500円、

未就学児無料)と、 l固につき100円のレッスン料が

別途かかります(レッスン券11枚つづり(j，000円]

あり)

詳しくは、アクアプラザ上回(宮26・2626)へお問

い合わせください。

初心者水なれ教室

bとき 4月7日-7月14日の月曜日 (全13回)午

後l時-1時50分 b対象全〈持げないかた b定

員 10名(先着順) 1>重量加料 700円(保険料)

ベビー教室

b日程等 0歳児(6か月-1歳未満)"， 4月8日

-7月15日白火曜日(全13回)午後11時-11時50分

l歳児(1歳-2歳未満)'" 4月9日-7月16日白水

曜日 (全13回)午前11時-11時50分 2歳児(2歳~

3歳未満).， 4月9日-7月16日白水曜日(全13回)

正午~午後零時5C分 b定員各25組 (先着順) 1> 

参加料保険料1，400円 (親子2名分)、教材費3，800

円(子ども水着1，800円、子ともキャップ1，500円、大

人キャップ500円)

15，3，16 [ 14] 



• 
l…ω『信託liliI-
スポーツ教室受講者募集 I 

いずれも募集対車は市内在住・在勤の社会人白かた

です。日程は変更になる可能性があります白で、申し

込み時にご確認ください。

合気道教室

t>とき 4月5日-6月28日の土曜日 (金22回)午

桂6時30分-8時30分 bところ 市民体育館 b定

員 10名 b参加料 3.000円 t>申し込み害加料

を添えて、当日直接会場へ

スポーツダンス教室(前期)

t>とき 4月9日-7月9目白水咽日(全11回)午

後7時-9時t>ところ 勤労者体育セノタ- t>定

員 同名 b重量加料 3，日日日円 b申し込み 3月24

日間)-4月4日幽に害加料を添えて体育課へ

アーチェリー教室(前期)

bとき 5月2日-5月30日の火・金曜日(全9回〕

午桂7時-8時30分 t>ところ 自然運動公園アーチェ

リ 場 b定員 10名 b参加料 3，500円 t>申し

込み 3月24日(月-4月18日幽に書加料を添えて体育

課へ

女性ソフトテニス教室

t>とき 5月6日-7月8日目火暗日(全10回)午

前9時30分-11時30分 bところ 市営東テニスコー

ト b対象 一般女性 b定員 20名 t>参加料 3，

000円 t>申し込み 3月24日開-4月18日幽に書加

料を添えて体育課へ

弓道教室(前期)

t>とき 5月6日-7月25日目火・金時日(全24回)

①午前10時-11時 ②午桂6時3日分-7時30分(①@

[15] 15，3.16 

のいずれか) t>ところ 市営弓道場t>定員 30名

t>参加料 3，000円 t>申し込み 3月24日間)-4 

月18日働に書加料を添えて体育課へ

女性ソフトボール教室(前期)

bとき 5月7日-7月9日白水曜日(企10回〉午

桂7時30分-9時 bところ北小学校校庭 b対象

一般女性 b定員 30名 b重要加料 2.C日目円 b 

申し込み 3月24日{月-4月18日働に害加料を添えて

体育課へ

少事事寺拳法教室

t>とき 5月12日-7月14日の月限日(全10回)午

桂7時-8時30分 bところ 市民体育館剣道場 b 

定員 20名 t>参加料 2，000円 b申し込み 3月

24日(月-4月25日幽に書加料を添えて体育課へ

楽しく体力っくり教室(春期)

t>とき 5月12日-7月14日の月曜日 (全10回〕午

怯7時30分-9時 bところ 市民体育館 b定員

30名 b参加料 2，000円 b申し込み 3月24日(月)

-4月25日幽に書加料を添えて体育課へ

ソフトバレーボール教室(前期)

t>とき 5月12日-9月22日の月曜日(全12回)午

桂7時-9時 bところ市民体育館 b定員 30名

t>番加料 2，000円 t>申し込み 3月24日間)-4

月25日闘に害加料を添えて体育課へ

ナイターテニス教室(前期)

bとき 5月13日-6月20日自火・金曜日(全10回)

午後7時15分-8時45分 bところ古戦場テニスコー

ト t>定員 60名 t>参加料 5.000円 b申し込み

3月24日(月-4月25日幽に書加料を添えて体育課へ

バドミントン教室(前期)

bとき 5月13日-7月29日白火曜日(全11回)午

桂6時3C分-8時30分t>ところ 市民体育館 b定

員 40名 b参加料 3，000円 b申し込み 3月24

日(月)-4月25日働に書加料を添えて体育課へ



H E A L T H 

保健ガイド
| 健康推進課(m3-8244l

.ポリオ予防接種(集団接種)[前期]

f 

対|①|平成14年7月1日-12月318生まれのお子さん

書申町し 7歳6か月末和
l |平成1時間四聞の生まれで釆接種のお子さん
※よ図市ご住民頭があるかたか、外国人量録をしているかたが対象

[>投与方法 6週間以上の間隔で2回服用 [>受付時間

午桂1時30分-2時10分(時間厳守) [>持ち物 母子

世鹿手帳予措票(赤ちゃん手帳に添付。体温以外は記入

して持参) [>違憲事項 (訓本語誌は金場で視j定します ② 

治療中か経過をみている病気がある場合には主拍医に前もっ

て相離し、器断書か意且曹をもらってください③生ワク

チン(麻しん、風しん等)接種後は 4週間以上、不活化ワ

クチノ(三種混合等)接種桂は 1週間以上経過してから受

けてください 嘩対象地区の日程で都合が悪い場合には別

-日本脳炎予防接種(個別接種)

申 平さ成ん11年4月1日~平成12年3月31日生まれのお子

対象者
初1瑚回 ② 平戚極12年4迎月1日以る降おの子生さまんれで接種目までに3虚の生日をえてい

③ 平(成11年し3月31日以前月の生)まれで未接種のお子さんただ 、7歳6力、未調

1崩追加 1期初だ回終了後飽8おかお月む来ね泊1)年経過しているお子さん(たし、 7

Z拐EE空吉守目車品22?②2里会Ftstぶ品25潟県酬します・
'鎗可1矧|
釦初回 1

'

-
4週間の間隔で2固畑

見胡l'期初酌2回目接種像、開閉1年後こ 1固岨
[>実施期間 4月!日同~平成16年3月31日制(医療後
聞により休量目が異なります) [>実施場所 右上一覧珪

のとおり [>接種料金 無料[>持ち物通知c1期初回

①、②の対象者のみ)、母子健庫手帳、体温計、予監事

(赤ちゃん手帳に酷付。体也以外は記入してください)

[>連愈恵項 ①接積 1こ赤ちゃん手曜の予防接種の説明を

よくお読みください ②事前に医療瞳閲に世話予約してく

ださい 寄生ワクチン(ポリオ、おたふくかぜ等〕接種桂

は4週間以上内不活化ワクチノ(日本脳炎、イJフルエン

ザ等)接被後は l週間以上経過してから畳けてください

G U D E 

-垂庇医療栂閲覧 (50音順)

: 4月の乳幼児健康松茸・教書 i

b聖付時間 ①乳幼児惜鹿酷査(4か月児・ I揖6
か月児・ 3蔵児) 午後 I時-1時45分②2歳児教

室 午桂 l時-1時15分 I①、②とも畳付は午佳零時
3C分から] [>持ち物 E乳幼児世康監査母子瞳庫
手帳、健康器査課句、ちゃん手般の中にありますので

記入してお持ちくださL、。 3歳児は自宅で視力・聴力

検査を実施して、結果を記入してください〉、パスタ

オル、おむつ、歯プラγ(1歳6か月児)0 3歳児は、

尿検査の容器をお送りしますので、お持ちください

②2鵡児教室母子健庫手帳、おたずね用紙、歯プラ

ソ、コップ、おやつ代(実世)、おやつ用はし ・フォ

クなどとお皿 [>問い合わせ 他晴推進諜(ft23・8244)
・保健センター(市役所南時書2階)

4か月

1歳6か月

3 歳

2歳児覇軍

・祖国母子健康センター{塩田・JII酉鎗Eのかたのみ)

4か月
3 歳

2歳児教室

4月25日

4月15日

4月11日 一一
…

米混出地区の1歳6か月完健惨は5月に行います。

※対象者にほ儒別に還問します。詳しく• ・・・・・・・・・・...............................・
1丘3.16[ 16] 



'" ~l. fの杏うを今lこ伝える~

上回の雛人形展開催申です

「上
回
の
雛
人
形
」
発
刊

博物館では現在、特別展「上自の雛人形」が

開催されています。

今年で3年目となるこの特別展でl草、市民の

皆さんから寄贈・寄託していただいたり、お借

りした、江戸時代から明治初期までの雛人形や

雛道具類約600点を展示しています。

展示点数、スベ スは昨年の約2倍にBり、
地方自雛人形展としては全国的に見ても大規模立ものに写りました。上回では最古

と見られる新発見の内裏雛も展示しています。

雛祭りの起源は平安時代までさかのぼりますが、 3月3自の節句行事として現在

のよう牢ものに立ったのは江戸時代に立って力、らのことでした。

豪華1;):お雛さまを飾って、宮中で厄除けと健康を願い盛大にお

祝いをする雛祭りが、宮中から武家社会へ、さらに商家や名主町

家庭へと広がっていきました。広〈 般に行われるように立った

のは、江戸時代中ごろのことと考えられています。

雛祭りが地方にも普及し始めたという頃にあたる正徳年間(1)

11-16年)に、上回の商人が江戸へ雛人形を仕入れに行った記録

が残されています。今回の展示資料町中には、まさにその記事に

対応するのではと思われる、小古志内襲雛も見られます。

雛人形農は4月13日旧)まで、博物館 ("22・1274、上回城跡公

園内)で開催しています(木曜日は休館)。また展示説明会を、

3月23日間、 4月5日出の午後1時30分由、ら予定しています。ぜ

ひお越しください。

....のa人形

.ルー
今回展示されている躍人E
Eどを担録した展示解説図
録「上田町雛人Jl>J(800円、
カラー図版)を尭行してい
ます。お求めは博物館へ

[17) 15.3.16 

• 
平成15年
臼:0031

No.168 

• 
-上園帯数育委員会
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移動図書館車「やまびこ号」が巡回します〆
各コ ス司時間帯が少し霊更になっていますのでご違憲ください。

民間商用施盤町ジャスコ上田庖・アップルランド塩田庖や、室賀温泉「ささらの調J・よ田しいのみ園室賀へも巡回
しますので、ご利用ください。

o巡回期間 4月......9月 図書館 (ft22・0880/[圏直8・1118)

コス 2 2 E 

ー巡 4/9・5/7・5/28 4/11.5/9.5/30 4/16.5/14・614・
4/18 .5/16 .6/6・4/2.4/23・5121・4/4・4/25.5/23・

自
6/18・7/9・8/20 6/20.7/1l・8/22 6/25.7/16・8/27・6/27.7/18.8/29・6/1l・7/2・7/23 6/13・7/4・7/25
9/10 9/12 9/17 9/19 9/3 .9/24 9/5・9/26
日 の各制値目 の各金曜日 の各水曜日 の各金曜日 の各水曜日 の各金曜日

駐

停

車

場

所

• 
時

間

1 移動田容館事 「やまびこ号」はどなたでもご利用になれます。エコ ルの利用者カ ドをお符ちくださL、
2 rやまびこ号」でも利用者カ ドの発行・再発行ができます。その際、身分証明 (健康保険寵・運転免許証等)をお持ちください。
3 rやまびこ号」が新型車両になりました。事情子のかたもそのままご利用になれます。

15.3.16 [ 18] 



教
育
委
員
会
の

動

き

-2月
定
例
会

2
月
5
日
附
開
催
し
た

2
月
定
例

会
由
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。審
損
事
項

一
公
民
館
畏
及
び
公
民
館
遭
営

審
限
会
委
員
の
公
募
に
つ
い
て

市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
公
民

館
白
活
性
化
を
図
る
た
め
、
公

民
館
長
及
び
公
民
館
運
営
審
議

会
聾
且
を
公
募
す
る
こ
と
に
つ

い
て
審
議
し
、
承
認
し
ま
し
た
。

二
上
田
市
立
小
・
中
学
校
管
理

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

平
成
時
年
4
月
l
日
付
で
小
・

中
学
校
に
司
轡
教
諭
を
置
く
こ

と
に
伴
う
規
則
の
改
正
案
に
つ

い
て
審
議
し
、
軍
認
し
ま
し
た
。

三

勤
労
青
年
学
校
事
業
の
廃
止

に
つ
い
て

入
校
希
望
者
の
量
減
に
伴
い

勤
労
青
年
宇
校
事
準
を
廃
止
し
、

代
わ
り
に

(仮
称
)
勤
労
背
年

講
座
を
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い

て
審
議
し
、
軍
認
し
ま
し
た
。

四
美
術
品
の
購
入
に
つ
い
て

山
本
鼎
作
の
版
画
購
入
に
つ

い
て
審
議
し
、
承
認
し
ま
し
た
。

五

障

育
施
股
条
例
亙
び
体
育
施

陸
曹
理
規
則
の

一
部
改
正
に
つ

。

い
て上
回
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

を

「市
民
第
二
体
育
館
」
に
改

め
る
条
例
案
及
び

「上
田
市
寝

回
目
榔
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
由

設
置
」
に
保
る
条
例
案
に
つ
い

て
審
議
し
、
承
認
し
ま
し
た
。

六
上
田
市
教
育
委
員
会
組
編
規

則
等
の
一
部
首
正
に
つ
い
て

勤
労
背
年
学
校
耶
業
白
廃
止

及
び
体
育
施
設
量
例
等
の

一
部

改
正
に
伴
う
組
織
規
則
等
由
改

正
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

し
ま
し
た
。

長野県華道教育会

上田支部華道展
3月21日幽~同23日旧午前10時~午桂6時 (3月23日

は午甚5時まで)

リヴィン上回庖5階催事場

t>入場料 500円
t>問い合わせ 長野県華道教育会 ・和田 (宮42・3486)

bとき

『上田市誌』
緬さんだより@

一新発見-
5ω年も普の
『福沢紛J

平
成
H
年
の

5
月
H
目
、
山
極
尚

一
さ
ん
の
案
内
で
、
別
所
温
品
目
桜

井
章
さ
ん
の
お
宅
に
伺
い
、
大
変
古

直
す

い
析
を
測
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
ま
こ
と
に
珍
し
い
、

し
か
も
、
驚
く
べ
き
事
実
が
判
明
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
犯
す
こ

と
に
し
ま
す
。

析
は
写
真
の
よ
う
に
、
側
而
の
板

の
中
ほ
ど
を
半
島
状
に
伸
ば
し
た

e，
て

取
手
を
対
角
側
に
つ
け
、
焼
印
が
内

側
面
白
四
面
に
趨
そ
の
ほ
か
舎

2
か
所
、

悶
闘が

2
か
所
、
計
8
か
所

に
押
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
析
の

膳
誠
や
変
障
か
ら
守
る
た
め
白
鉄
製

の
ふ
ち
が
ね
と
、
側
面
と
平
行
に
渡

し
た
弦
が
ね
が
つ
い
て
い
ま
す

内
の
り
寸
法
は
、
縦
四
寸
9
分
・

横
ロ
寸
9
八
万
・
深
さ

5
寸
8
分

(3

9
3
X
3
9
3
×
1
7
5
凹
)
あ
る

大
変
大
き
江
析
で
す
。
町
出
と
い
っ
て

も、

5
分
×
6
分
の
鉄
棒
で
す
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
前
半
ま
で
使

t
t
i'
 

わ
れ
た

一
丹
併
は
、
新
京
析
と
い
わ

れ
、
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
寛
文
9
年

市健編吉ん重(1126・自741)

(1
6
6
9)
に
公
定
さ
れ
た
析
で
、

容
量
同
尺
貫
法
白
立
方
分
を
単
位
に

し
て
6
万
4
8
2
7
あ
り
ま
す
。

析
は
、
そ
れ
以
前
、
織
田
信
長
や

豊
臣
秀
吉
が
広
範
に
用
い
さ
せ
た

訴
京
仰
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り

白
は
、
国
・
荘
園
・
寺
社
・
郡
揮
ご

と
に
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
の
容
量
の

析
を
使
則
し
て
い
ま
し
た
。， 

上
回
小
県
地
方
で
は
、
新
京
析

・

古
京
掛
申
前
に
鎌
倉

・
室
町
時
代
か

ら
真
田
信
之
の
慶
長
こ
ろ
ま
で
使
わ

れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
上
聞
析
が
あ

り
ま
し
た
し
、
戦
国
時
代
の
甲
州
析

は
大
き
か
っ
た
と
い
う
話
は
、
事
く

白
人
が
知
っ
て
い
る
話
で
す
。
更
埴

市
白
八
幡
付
近
に
串
原
掛
・
大
町
方

摘
に
弦
か
け
祈

・
報
紡
地
方
に
探
訪

析

・
伊
那
郡
匝
回
周
辺
に
町
析
な
ど 新尭見町制 (桜井章氏蔵)

が
配
輯
に
出
て
き
ま
す
が
、

物
も
容
量
も
不
明
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
上
回
小
川
町
地
域
で
世

周
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
併

の
容
量
を
立
方
分
で
記
し
ま
す
と
、

一
升
は
新
車
析

6
万
4
8
2
7
立
方
分

古
車
析

6
万
2
5
0
0立
方
分

甲
州
析
四
万
4
0
6
3
立
方
分

上
回
折

M
万
2
6
2
5立
方
分

で
す
。
桜
弁
章
氏
蔵
の
析
の
容
量
は、

1
2
9
×
1
2
9
×
国
引
く
弦
が
担

分
で
、
田
万
1
3
0
8立
方
分
で
、

こ
れ
は

一
斗
析
で
し
ょ
う
か
ら
凶
で

割
っ
て
、
新
発
見
の
析
は
、

一
升

9
万
6
1
3
0立
方
分

と
な
り
、

今
ま
で
分
か
っ
て
い
る
析

と
は
全
く
損
な
る
新
発
品
目
析
で
す
。

別
所
の
桜
井
氏
の
先
祖
は
、
真
回

時
代
の
慶
長
9
年
の
こ
ろ
、
塩
田
の

別
所

・
野
倉

・
中
野
白
大
代
官
を
し

て
い
た
こ
と
、
武
田
氏
が
攻
め
て
く

る
以
前
は
福
沢
氏
が
塩
田
平
と
そ
の

付
近

一
帯
の
領
主
で
あ
っ
た
こ
と
、

析
板
の
内
面
四
側
面
に

「福
」
の
焼

印
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
推
し
て
、
室

町
末
期
、
荘
や
郷
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

の
析
を
使
用
し
て
い
た
時
代
の
塩
田

平
田
祈

「
福
沢
個
別
」
で
は
な
か
っ
た

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
4
1
5
0
0

年
も
前
の
析
で
す
。

別
巻
2
白

『総
説
上
回
の
歴
史
』

に
も
記
載
す
る
予
定
で
す
。

[ 19] 

析
の
実
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文芸旬

品

目

作

数一

回

稿
一
同

計

投一
t

の

↑瑠
同

月

一
小

別

会.，
一
白
骨
短

川

投稿先/"'386-0025よ田市天神2-4-74
上田市教育委員会「教育うえだ」臣

投楠方法/はがきに短歌 ・俳句・川柳田別を

明記し、氏名 ・自治会名 電話番号をご記入

のうえ毎月18日必着で投かんしてください。

短
説究

熊
坂

年
成

選

く -M
皮革
国の

1己犠ゐ
企帳}
日埠J

U!1 
1畑
有L

1正
晴
吐雅

矢

沢

甘

木

脊

生

つ
ひ
の
旅
と
な
り

L
を
想
ひ
桔
h
J
ゐ
て

土
佐
の
高
島
の
ス
ル
メ
イ
ワ
ン
骨
む

百

士

山

室

賀

文

江

わ
れ
に
料
る
顔
が
あ
る
か
と
回
に
追
忍

ば
泣
ぺ
そ
に
が
女
五
百
臣
殿
患
は

日
阿
川
口

手

岡

崎

樋

口

も

と

子

入
り
つ
日
の
域
主
映
え
て
冷
毛
ま
さ
り

~a

，.ゐ
安
阜
の
L
F

く
ム
事
里

L

材

木

町

大

谷

文

子

宮
つ
む
夜
奔
媛
よ
め
ば
鴎
外
の
異
国
の

一
志
の

s
h
V
5暢
来中

之

条

山

官

孝

そ
れ
ぞ
れ
に
括
題
成
し
て
子
辛
埼
h

ソ
門

紅
ご
し
に
烏
帽
子
品
暮
れ
ゆ
く

神
科
新
邑
田
品
喜
志
子

雪
の
長
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